
昭
和
三
十
一
年
農
林
省
・
運
輸
省
・
建
設
省
令
第
一
号

海
岸
法
施
行
規
則

海
岸
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
一
号
）
及
び
海
岸
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
三
百
三
十
二
号
）
の

規
定
に
基
き
、
海
岸
法
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

（
砂
浜
の
指
定
）

第
一
条
　
海
岸
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
海

岸
管
理
者
が
行
う
砂
浜
の
指
定
は
、
砂
浜
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
区
域
を
指
定
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
樹
林
の
指
定
）

第
一
条
の
二
　
法
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
海
岸
管
理
者
が
行
う
樹
林
の
指
定
は
、
当
該
海
岸
管
理
者
が
堤
防

又
は
胸
壁
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
堤
防
等
」
と
い
う
。
）
の
損
傷
等
を
軽
減
す
る
た
め
植
栽
又
は
保
育
す
る

樹
林
の
敷
地
で
あ
る
土
地
（
当
該
堤
防
等
の
敷
地
で
あ
る
土
地
又
は
こ
れ
に
接
す
る
土
地
で
あ
つ
て
当
該
堤
防
等

の
の
り法

尻
か
ら
お
お
む
ね
二
十
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の
に
限
る
。
）
の
区
域
を
指
定
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
公
共
海
岸
か
ら
除
か
れ
る
土
地
）

第
一
条
の
三
　
法
第
二
条
第
二
項
の
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
施
設
の
管
理
を
行
う
者
が
そ
の
権
原
に
基
づ
き
管
理

す
る
土
地
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
土
地

二
　
軌
道
法
（
大
正
十
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
運
輸
事
業
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
土
地

三
　
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
九
十
四
条
に
規
定
す
る
土
地
改
良
財
産
た
る
土
地

四
　
漁
港
及
び
漁
場
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
六
条
第
一
項
か
ら
第

四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
長
、
都
道
府
県
知
事
又
は
農
林
水
産
大
臣
が
指
定
し
た
漁
港
の
区
域
の
う
ち

海
岸
保
全
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
土
地

五
　
港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
港
湾
施
設
（
同
条
第
六
項
の

規
定
に
よ
り
港
湾
施
設
と
み
な
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。
）
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
土
地
及
び
同
法
第
三
十
七
条

第
一
項
に
規
定
す
る
港
湾
隣
接
地
域
の
う
ち
海
岸
保
全
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
土
地

六
　
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
安
林
又
は
同
法
第

四
十
一
条
に
規
定
す
る
保
安
施
設
地
区

七
　
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
道
路
の
区
域

の
土
地

八
　
空
港
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
八
十
号
）
第
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
空
港
及
び
同
法
第
五
条
第
一
項

に
規
定
す
る
地
方
管
理
空
港
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
土
地

九
　
都
市
公
園
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
市
公
園
の
用
に
供
さ
れ

て
い
る
土
地

十
　
地
す
べ
り
等
防
止
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
す
べ
り
防
止
区
域

の
土
地

十
一
　
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
河
川
区
域
の
土
地

十
二
　
急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三
条
第

一
項
に
規
定
す
る
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
土
地

十
三
　
鉄
道
事
業
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
九
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
鉄
道
事
業
の
用
に
供
さ

れ
て
い
る
土
地

（
地
方
公
共
団
体
が
所
有
す
る
海
岸
の
土
地
に
係
る
公
共
海
岸
の
指
定
及
び
公
示
等
）

第
一
条
の
四
　
法
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
行
う
地
方
公
共
団
体
が
所
有
す
る
公
共
の
用
に

供
さ
れ
て
い
る
海
岸
の
土
地
に
係
る
公
共
海
岸
の
指
定
は
、
当
該
土
地
が
当
該
都
道
府
県
が
所
有
す
る
土
地
以
外

の
土
地
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
土
地
を
所
有
す
る
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
申
出
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
公
共
海
岸
の
土
地
又
は
水
面
の
公
示
は
、
次
の
各
号
の
一
以
上

に
よ
り
当
該
公
共
海
岸
の
土
地
又
は
水
面
の
区
域
を
明
示
し
て
、
公
報
に
掲
載
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
市
町
村
、
大
字
、
字
、
小
字
及
び
地
番

二
　
一
定
の
地
物
、
施
設
、
工
作
物
又
は
こ
れ
ら
か
ら
の
距
離
及
び
方
向

三
　
平
面
図

３
　
前
項
の
規
定
は
、
法
第
三
条
第
四
項
、
第
五
条
第
八
項
及
び
第
九
項
並
び
に
第
三
十
七
条
の
三
第
四
項
の
規
定

に
よ
り
行
う
公
示
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
主
務
大
臣
の
行
う
直
轄
工
事
等
の
公
示
）

第
一
条
の
五
　
海
岸
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
三
百
三
十
二
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の
五

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
主
務
大
臣
が
海
岸
管
理
者
の
意
見
を
聴
い
て
定
め
た
区
域
の
公
示
は
、
官
報
に
掲
載
し
て

行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
主
務
大
臣
は
、
前
項
の
区
域
の
全
部
又
は
一
部
を
変
更
し
、
又
は
廃
止
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
前
項
の
規
定

に
準
じ
て
そ
の
旨
を
公
示
す
る
も
の
と
す
る
。

（
主
務
大
臣
の
行
う
直
轄
工
事
の
公
示
）

第
二
条
　
法
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
海
岸
保
全
施
設
の
新
設
、
改
良
又
は
災
害
復
旧
に
関
す
る
工
事
の
施
行

の
公
示
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
官
報
に
掲
載
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
工
事
の
区
域

二
　
工
事
の
種
類

三
　
工
事
開
始
の
日

２
　
主
務
大
臣
は
、
前
項
の
工
事
の
全
部
又
は
一
部
を
完
了
し
、
又
は
廃
止
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
前
項
の
規
定

に
準
じ
て
そ
の
旨
を
公
示
す
る
も
の
と
す
る
。

（
海
岸
保
全
区
域
の
占
用
の
許
可
）

第
三
条
　
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

た
申
請
書
を
海
岸
管
理
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
海
岸
保
全
区
域
の
占
用
の
目
的

二
　
海
岸
保
全
区
域
の
占
用
の
期
間

三
　
海
岸
保
全
区
域
の
占
用
の
場
所

四
　
施
設
又
は
工
作
物
の
構
造

五
　
工
事
実
施
の
方
法

六
　
工
事
実
施
の
期
間

（
海
岸
保
全
区
域
に
お
け
る
制
限
行
為
の
許
可
）

第
四
条
　
法
第
八
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
た
め
同
条
同
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す

る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
海
岸
管
理
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
土
石
（
砂
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
採
取
の
目
的

二
　
土
石
の
採
取
の
期
間

三
　
土
石
の
採
取
の
場
所

四
　
土
石
の
採
取
の
方
法

五
　
土
石
の
採
取
量

２
　
法
第
八
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
た
め
同
条
同
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
海
岸
管
理
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
施
設
又
は
工
作
物
を
新
設
又
は
改
築
す
る
目
的

二
　
施
設
又
は
工
作
物
を
新
設
又
は
改
築
す
る
場
所

三
　
新
設
又
は
改
築
す
る
施
設
又
は
工
作
物
の
構
造

四
　
工
事
実
施
の
方
法

五
　
工
事
実
施
の
期
間

３
　
法
第
八
条
第
一
項
第
三
号
に
該
当
す
る
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
た
め
同
条
同
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
海
岸
管
理
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
行
為
の
目
的

二
　
行
為
の
内
容

三
　
行
為
の
期
間

四
　
行
為
の
場
所

1



五
　
行
為
の
方
法

（
海
岸
保
全
区
域
に
お
け
る
制
限
行
為
の
指
定
の
公
示
）

第
四
条
の
二
　
令
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
公
示
は
、
官
報
、
公
報
又
は
新
聞
紙
に
掲
載
し
て
行
う
も

の
と
す
る
。

（
通
常
の
管
理
行
為
に
よ
る
処
理
が
困
難
な
も
の
）

第
四
条
の
三
　
法
第
八
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
通
常
の
管
理
行
為
に
よ
る
処
理
が
困
難
な
も
の
は
、
次

に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
油

二
　
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
第
三
条
第
三

号
の
政
令
で
定
め
る
海
洋
環
境
の
保
全
の
見
地
か
ら
有
害
で
あ
る
物
質

三
　
粗
大
ご
み
、
建
設
廃
材
そ
の
他
の
廃
物

（
動
物
の
生
息
地
等
の
保
護
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
行
為
の
指
定
の
公
示
）

第
四
条
の
四
　
令
第
三
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
さ
れ
る
令
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
公
示

は
、
官
報
、
公
報
又
は
新
聞
紙
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
当
該
指
定
に
係
る
区
域
又
は
そ
の
周
辺
の
見
や
す
い
場
所
に

掲
示
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
漁
業
を
営
む
た
め
に
通
常
行
わ
れ
る
行
為
に
つ
い
て
は

当
該
指
定
に
係
る
行
為
に
該
当
し
な
い
旨
を
併
せ
て
明
示
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
公
示
は
、
当
該
公
示
に
係
る
指
定
の
適
用
の
日
の
十
日
前
ま
で
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
緊
急
に
当
該
指
定
の
適
用
を
行
わ
な
け
れ
ば
海
岸
の
管
理
に
重
大
な
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
海
岸
の
保
全
上
支
障
の
あ
る
行
為
を
禁
止
す
る
区
域
の
指
定
等
の
公
示
）

第
四
条
の
五
　
法
第
八
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
区
域
の
指
定
の
公
示
は
、
当
該
区
域
の
指
定
が
同
条
第
一
項

第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
い
ず
れ
の
規
定
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
し
、
第
一
条
の
四
第
二
項
各

号
の
一
以
上
に
よ
り
当
該
区
域
を
明
示
し
て
、
官
報
、
公
報
又
は
新
聞
紙
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
当
該
指
定
に
係
る

区
域
又
は
そ
の
周
辺
の
見
や
す
い
場
所
に
掲
示
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
八
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
物
件
の
指
定
の
公
示
は
、
官
報
、
公
報
又
は
新
聞
紙
に
掲
載
す
る
ほ

か
、
当
該
指
定
に
係
る
区
域
又
は
そ
の
周
辺
の
見
や
す
い
場
所
に
掲
示
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

３
　
前
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
占
用
料
及
び
土
石
採
取
料
の
基
準
）

第
五
条
　
法
第
十
一
条
に
規
定
す
る
占
用
料
又
は
土
石
採
取
料
は
、
近
傍
類
地
の
地
代
又
は
近
傍
類
地
に
お
け
る
土

石
採
取
料
等
を
考
慮
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
保
管
し
た
他
の
施
設
等
一
覧
簿
の
様
式
）

第
五
条
の
二
　
令
第
三
条
の
四
第
二
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
様
式
は
、
別
記
様
式
第
一
と
す
る
。

（
競
争
入
札
に
お
け
る
掲
示
事
項
等
）

第
五
条
の
三
　
令
第
三
条
の
七
第
一
項
及
び
第
二
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
当
該
競
争
入
札
の
執
行
を
担
当
す
る
職
員
の
職
及
び
氏
名

二
　
当
該
競
争
入
札
の
執
行
の
日
時
及
び
場
所

三
　
契
約
条
項
の
概
要

四
　
そ
の
他
海
岸
管
理
者
が
必
要
と
認
め
る
事
項

（
他
の
施
設
等
の
返
還
に
係
る
受
領
書
の
様
式
）

第
五
条
の
四
　
令
第
三
条
の
八
の
主
務
省
令
で
定
め
る
様
式
は
、
別
記
様
式
第
二
と
す
る
。

（
操
作
施
設
）

第
五
条
の
五
　
法
第
十
四
条
の
二
第
一
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
水
門

二
　

ひ樋
門

三
　
陸

こ
う閘

四
　

こ
う閘

門

五
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
津
波
、
高
潮
等
に
よ
る
海
水
の
侵
入
を
防
止
す
る
た
め
に
操
作
を
伴
う

施
設

（
操
作
規
則
）

第
五
条
の
六
　
法
第
十
四
条
の
二
第
一
項
の
操
作
規
則
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
操
作
施
設
の
操
作
の
基
準
に
関
す
る
事
項

二
　
操
作
施
設
の
操
作
の
方
法
に
関
す
る
事
項

三
　
操
作
施
設
の
操
作
の
訓
練
に
関
す
る
事
項

四
　
操
作
施
設
の
操
作
に
従
事
す
る
者
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
事
項

五
　
操
作
施
設
及
び
操
作
施
設
を
操
作
す
る
た
め
必
要
な
機
械
、
器
具
等
の
点
検
そ
の
他
の
維
持
に
関
す
る
事
項

六
　
操
作
施
設
の
操
作
の
際
に
と
る
べ
き
措
置
に
関
す
る
事
項

七
　
そ
の
他
操
作
施
設
の
操
作
に
関
し
必
要
な
事
項

（
操
作
規
程
）

第
五
条
の
七
　
前
条
の
規
定
は
、
法
第
十
四
条
の
三
第
一
項
の
操
作
規
程
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
維
持
又
は
修
繕
に
関
す
る
技
術
的
基
準
等
）

第
五
条
の
八
　
法
第
十
四
条
の
五
第
二
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
海
岸
管
理
者
が
管
理
す
る
海
岸
保
全
施
設
の
維
持

又
は
修
繕
に
関
す
る
技
術
的
基
準
そ
の
他
必
要
な
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
海
岸
保
全
施
設
の
構
造
又
は
維
持
若
し
く
は
修
繕
の
状
況
、
海
岸
保
全
施
設
の
周
辺
の
状
況
、
海
岸
保
全
施

設
の
存
す
る
地
域
の
気
象
の
状
況
そ
の
他
の
状
況
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
海
岸
保
全
施
設
の
構
造
等
」
と

い
う
。
）
を
勘
案
し
て
、
海
岸
保
全
施
設
の
維
持
及
び
修
繕
を
計
画
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

二
　
海
岸
保
全
施
設
の
構
造
等
を
勘
案
し
て
、
適
切
な
時
期
に
、
海
岸
保
全
施
設
の
巡
視
を
行
い
、
及
び
障
害
物

の
処
分
そ
の
他
の
海
岸
保
全
施
設
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

三
　
海
岸
保
全
施
設
の
構
造
等
を
勘
案
し
て
、
海
岸
保
全
施
設
の
定
期
及
び
臨
時
の
点
検
を
行
う
こ
と
。

四
　
前
号
の
点
検
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
海
岸
保
全
施
設
の
損
傷
、
腐
食
そ
の
他
の
劣
化
そ
の
他
の
変
状
が
あ
る

こ
と
を
把
握
し
た
と
き
は
、
当
該
海
岸
保
全
施
設
の
適
切
な
維
持
又
は
修
繕
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
こ
と
。

五
　
海
岸
保
全
施
設
の
点
検
又
は
修
繕
を
行
つ
た
と
き
は
、
当
該
点
検
又
は
修
繕
に
関
す
る
記
録
の
作
成
及
び
保

存
を
適
切
に
行
う
こ
と
。

（
証
明
書
の
様
式
）

第
六
条
　
法
第
十
八
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
証
明
書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
三
（
法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
主
務
大
臣
が
海
岸
管
理
者
に
代
わ
つ
て
法
第
十
八
条
第
一
項
の
権
限
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
別
記
様
式

第
四
）
と
す
る
。

２
　
法
第
二
十
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
証
明
書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
五
（
法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

主
務
大
臣
が
海
岸
管
理
者
に
代
わ
つ
て
法
第
二
十
条
第
一
項
の
権
限
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
別
記
様
式
第

六
）
と
す
る
。

（
損
失
の
補
償
の
裁
決
申
請
書
の
様
式
）

第
七
条
　
令
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
裁
決
申
請
書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
七
と
し
、
正
本
一
部
及
び
写
し
一
部
を

提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

（
損
害
補
償
の
手
続
等
）

第
七
条
の
二
　
法
第
二
十
三
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
損
害
の
補
償
（
現
に
受
け
て
い
る
補
償
の
額
の
変
更
を
含

む
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
請
求
者
」
と
い
う
。
）
は
、
別
記
様
式
第
七
の
二
に
よ

る
請
求
書
を
海
岸
管
理
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
請
求
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
損
害
補
償
の
種
類
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
図
書

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項
を
記
載
し
た
図
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
同
一
の
事
故
又
は

疾
病
に
つ
い
て
同
一
の
種
類
の
損
害
補
償
を
二
回
以
上
請
求
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
二
回
以
降
の
請
求
書
に

は
、
第
一
号
イ
、
第
二
号
イ
及
び
ロ
、
第
三
号
イ
、
第
四
号
イ
及
び
ハ
又
は
第
五
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
書
面

（
第
二
号
イ
、
第
三
号
イ
、
第
四
号
イ
及
び
第
五
号
イ
に
掲
げ
る
書
面
に
あ
つ
て
は
、
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
も
の

を
除
く
。
）
は
、
既
に
海
岸
管
理
者
に
提
出
さ
れ
て
い
る
当
該
書
面
の
内
容
に
変
更
が
な
い
と
き
は
、
添
付
す
る

こ
と
を
要
し
な
い
。

2



一
　
療
養
補
償

イ
　
請
求
者
の
住
民
票
の
写
し

ロ
　
請
求
額
の
内
訳
を
記
載
し
た
書
面

ハ
　
療
養
の
内
容
及
び
療
養
に
要
し
た
費
用
を
証
す
る
に
足
り
る
書
面

二
　
休
業
補
償

イ
　
前
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
書
面

ロ
　
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
三
百
三
十
五

号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
基
準
政
令
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
補
償
基
礎
額
の
算
出

基
礎
を
記
載
し
た
書
面
及
び
当
該
算
出
基
礎
を
証
す
る
に
足
り
る
書
面

ハ
　
療
養
の
た
め
勤
務
そ
の
他
の
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
期
間
及
び
日
数
並
び
に
そ
の
期
間

に
つ
い
て
の
給
与
そ
の
他
の
業
務
上
の
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
こ
と
を
証
す
る
に
足
り
る
書
面

三
　
傷
病
補
償
年
金

イ
　
第
一
号
イ
及
び
ロ
並
び
に
前
号
ロ
に
掲
げ
る
書
面

ロ
　
療
養
を
開
始
し
た
日
及
び
障
害
の
程
度
が
基
準
政
令
第
五
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
傷
病
等
級

に
該
当
す
る
こ
と
を
証
す
る
に
足
り
る
書
面

四
　
障
害
補
償

イ
　
第
一
号
イ
及
び
ロ
並
び
に
第
二
号
ロ
に
掲
げ
る
書
面

ロ
　
障
害
の
程
度
が
障
害
等
級
（
基
準
政
令
第
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
障
害
等
級
を
い
う
。
ハ
に
お
い
て
同

じ
。
）
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
す
る
に
足
り
る
書
面

ハ
　
法
第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
業
務
に
従
事
し
た
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
従
事
者
」
と
い

う
。
）
で
あ
つ
て
、
既
に
障
害
の
あ
る
者
が
業
務
に
従
事
し
た
こ
と
に
よ
る
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
つ
て
、
同

一
部
位
に
つ
い
て
の
障
害
の
程
度
を
加
重
し
た
場
合
に
は
、
当
該
加
重
前
の
障
害
の
部
位
及
び
当
該
障
害
の

程
度
が
障
害
等
級
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
す
る
に
足
り
る
書
面

五
　
介
護
補
償

イ
　
第
一
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
書
面

ロ
　
基
準
政
令
第
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
の
程
度
に
よ
り
常
時
又
は
随
時
介
護
を
要
す
る
状
態
に

あ
る
こ
と
を
証
す
る
に
足
り
る
書
面

ハ
　
介
護
補
償
を
受
け
よ
う
と
す
る
期
間
に
お
け
る
介
護
を
受
け
た
日
、
当
該
介
護
を
受
け
た
場
所
及
び
当
該

介
護
の
事
実
を
証
す
る
に
足
り
る
書
面

六
　
遺
族
補
償

イ
　
第
一
号
ロ
及
び
第
二
号
ロ
に
掲
げ
る
書
面

ロ
　
従
事
者
の
戸
籍
の
謄
本
又
は
除
か
れ
た
戸
籍
の
謄
本

ハ
　
従
事
者
の
死
亡
診
断
書
、
死
体
検
案
書
そ
の
他
の
死
亡
の
事
実
を
証
す
る
に
足
り
る
書
面

ニ
　
請
求
者
の
従
事
者
と
の
続
柄
及
び
当
該
請
求
者
が
遺
族
補
償
を
受
け
る
べ
き
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
証
す

る
に
足
り
る
書
面

ホ
　
請
求
者
以
外
に
遺
族
補
償
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
人
数
及
び
こ
れ
ら
の
者
が

遺
族
補
償
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
証
す
る
に
足
り
る
書
面

ヘ
　
遺
族
補
償
年
金
を
請
求
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
基
準
政
令
第
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
遺
族
の
人

数
及
び
こ
れ
ら
の
者
が
当
該
遺
族
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
す
る
に
足
り
る
書
面

ト
　
遺
族
補
償
一
時
金
を
請
求
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
請
求
者
が
基
準
政
令
第
九
条
の
三
第
一
項
各
号
に
掲

げ
る
者
の
区
分
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
す
る
に
足
り
る
書
面

七
　
葬
祭
補
償

イ
　
第
二
号
ロ
並
び
に
前
号
ロ
及
び
ハ
に
掲
げ
る
書
面

ロ
　
請
求
者
が
従
事
者
に
つ
い
て
葬
祭
を
行
う
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
に
足
り
る
書
面

３
　
損
害
補
償
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
が
支
給
を
受
け
る
べ
き
損
害
補

償
で
そ
の
支
給
を
受
け
な
か
つ
た
も
の
を
請
求
す
る
と
き
は
、
第
一
項
の
請
求
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
図
書
そ
の

他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項
を
記
載
し
た
図
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
前
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
書
面

二
　
損
害
補
償
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
の
戸
籍
の
謄
本
又
は
除
か
れ
た
戸
籍
の
謄
本

三
　
損
害
補
償
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
の
死
亡
診
断
書
、
死
体
検
案
書
そ
の
他
の
死
亡
の
事
実
を
証
す
る
に

足
り
る
書
面

四
　
請
求
者
が
当
該
損
害
補
償
を
受
け
る
べ
き
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
証
す
る
に
足
り
る
書
面

４
　
海
岸
管
理
者
は
、
第
一
項
の
請
求
書
を
受
理
し
た
と
き
は
、
こ
れ
を
審
査
し
、
補
償
の
可
否
並
び
に
補
償
す
る

場
合
に
お
け
る
補
償
金
の
額
及
び
支
給
の
方
法
を
決
定
し
、
こ
れ
ら
を
請
求
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
損
害
補
償
を
受
け
て
い
る
者
は
、
当
該
損
害
補
償
の
支
給
を
停
止
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
場
合
は
、
当
該
事
由

を
記
載
し
た
書
面
及
び
当
該
事
由
が
生
じ
た
こ
と
を
証
す
る
に
足
り
る
書
面
を
海
岸
管
理
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
海
岸
協
力
団
体
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
法
人
に
準
ず
る
団
体
）

第
七
条
の
三
　
法
第
二
十
三
条
の
三
第
一
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
団
体
は
、
法
人
で
な
い
団
体
で
あ
つ
て
、
事
務

所
の
所
在
地
、
構
成
員
の
資
格
、
代
表
者
の
選
任
方
法
、
総
会
の
運
営
、
会
計
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
当
該
団
体

の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
事
項
を
内
容
と
す
る
規
約
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
を
有
し
て
い
る
も
の
と
す

る
。

（
海
岸
協
力
団
体
の
指
定
）

第
七
条
の
四
　
法
第
二
十
三
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
は
、
法
第
二
十
三
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
業
務
を

行
う
海
岸
の
区
域
を
明
ら
か
に
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

（
海
岸
協
力
団
体
に
対
す
る
許
可
の
特
例
の
対
象
と
な
る
行
為
）

第
七
条
の
五
　
法
第
二
十
三
条
の
七
の
主
務
省
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
許
可
の
区
分
に
応
じ
、

当
該
各
号
に
定
め
る
行
為
（
当
該
海
岸
協
力
団
体
が
そ
の
業
務
を
行
う
海
岸
の
区
域
に
お
い
て
行
う
も
の
に
限

る
。
）
と
す
る
。

一
　
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
　
清
掃
そ
の
他
の
海
岸
保
全
施
設
等
の
維
持
又
は
海
岸
環
境
の
整
備

と
保
全
及
び
公
衆
の
海
岸
の
適
正
な
利
用
に
関
す
る
情
報
若
し
く
は
資
料
の
収
集
及
び
提
供
、
調
査
研
究
若
し

く
は
知
識
の
普
及
及
び
啓
発
の
た
め
に
必
要
な
同
項
に
規
定
す
る
他
の
施
設
等
の
設
置
に
よ
る
海
岸
保
全
区
域

の
占
用

二
　
法
第
八
条
第
一
項
（
第
一
号
を
除
く
。
）
の
規
定
に
よ
る
許
可
　
清
掃
そ
の
他
の
海
岸
保
全
施
設
等
の
維
持

又
は
海
岸
環
境
の
整
備
と
保
全
及
び
公
衆
の
海
岸
の
適
正
な
利
用
に
関
す
る
情
報
若
し
く
は
資
料
の
収
集
及
び

提
供
、
調
査
研
究
若
し
く
は
知
識
の
普
及
及
び
啓
発
の
た
め
に
必
要
な
水
面
若
し
く
は
公
共
海
岸
の
土
地
以
外

の
土
地
に
お
け
る
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
他
の
施
設
等
の
新
設
若
し
く
は
改
築
又
は
土
地
の
掘
削
、
盛

土
、
切
土
そ
の
他
令
第
三
条
第
一
項
に
定
め
る
行
為

（
海
岸
保
全
区
域
台
帳
）

第
八
条
　
海
岸
保
全
区
域
台
帳
は
、
帳
簿
及
び
図
面
を
も
つ
て
組
成
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
帳
簿
及
び
図
面
は
、
一
の
海
岸
保
全
区
域
（
当
該
海
岸
保
全
区
域
に
海
岸
管
理
者
を
異
に
す
る
区
域
が
あ
る
場

合
及
び
主
務
大
臣
を
異
に
す
る
区
域
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域
）
ご
と
に
調
製
す
る
も
の
と
す

る
。

３
　
帳
簿
に
は
、
海
岸
保
全
区
域
に
つ
き
、
少
な
く
と
も
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
し
、
そ
の

様
式
は
、
別
記
様
式
第
八
と
す
る
。

一
　
海
岸
保
全
区
域
に
指
定
さ
れ
た
年
月
日

二
　
海
岸
保
全
区
域

三
　
海
岸
線
の
延
長
並
び
に
海
岸
保
全
区
域
の
面
積
及
び
公
共
海
岸
の
土
地
（
法
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

指
定
さ
れ
た
地
方
公
共
団
体
が
所
有
す
る
土
地
を
除
く
。
）
の
面
積

四
　
法
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
地
方
公
共
団
体
が
所
有
す
る
土
地
の
区
域
及
び
面
積
並
び
に

指
定
の
年
月
日

五
　
法
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
水
面
の
区
域
及
び
指
定
の
年
月
日

六
　
法
第
五
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
の
長
が
管
理
の
一
部
を
行
う
区
域
、
当
該
市
町
村
名
及
び
管
理
開

始
の
年
月
日
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七
　
海
岸
保
全
区
域
の
概
況

八
　
海
岸
保
全
施
設
の
管
理
者
名
（
管
理
者
と
所
有
者
が
異
な
る
と
き
は
管
理
者
名
及
び
所
有
者
名
）
、
位
置
、

種
類
、
構
造
及
び
数
量

４
　
図
面
は
、
平
面
図
、
横
断
図
及
び
水
準
面
図
と
し
、
海
岸
保
全
区
域
に
つ
き
次
の
各
号
に
よ
り
調
製
す
る
も
の

と
す
る
。

一
　
尺
度
は
、
メ
ー
ト
ル
を
単
位
と
す
る
こ
と
。

二
　
高
さ
及
び
潮
位
は
、
す
べ
て
東
京
湾
中
等
潮
位
又
は
最
低
水
面
を
基
準
と
し
、
い
ず
れ
を
基
準
と
し
た
か
を

明
示
す
る
と
と
も
に
、
水
準
基
標
又
は
恒
久
標
識
に
あ
つ
て
は
小
数
点
以
下
三
位
ま
で
、
そ
の
他
の
も
の
に
あ

つ
て
は
小
数
点
以
下
二
位
ま
で
示
す
こ
と
。

三
　
平
面
図
に
つ
い
て
は
、

イ
　
縮
尺
は
、
原
則
と
し
て
二
千
分
の
一
と
す
る
こ
と
。

ロ
　
陸
地
に
係
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
二
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
等
高
線
を
、
水
面
に
係
る
部
分
に
つ

い
て
は
、
原
則
と
し
て
二
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
等
深
線
を
記
入
す
る
こ
と
。

ハ
　
公
共
海
岸
の
土
地
（
法
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
地
方
公
共
団
体
が
所
有
す
る
土
地
を

除
く
。
）
は
、
黄
色
を
も
つ
て
表
示
す
る
こ
と
。

ニ
　
法
第
五
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
の
長
が
管
理
の
一
部
を
行
う
区
域
は
、
斜
線
を
も
つ
て
表
示
す

る
こ
と
。

ホ
　
海
岸
保
全
施
設
の
位
置
（
砂
浜
又
は
樹
林
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
区
域
）
及
び
種
類
を

記
号
又
は
色
別
を
も
つ
て
表
示
す
る
こ
と
。
特
に
重
要
な
海
岸
保
全
施
設
に
つ
い
て
は
、
そ
の
構
造
図
（
各

部
分
の
寸
法
並
び
に
東
京
湾
中
等
潮
位
、
最
低
水
面
、

さ
く朔

望
平
均
満
潮
面
、

さ
く朔

望
平
均
干
潮
面
及
び
既
往
最

高
潮
位
を
記
入
す
る
こ
と
。
）
を
添
附
し
、
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
縦
断
図
を
も
添
附
す
る
こ
と
。

ヘ
　
イ
か
ら
ホ
ま
で
の
ほ
か
、
少
な
く
と
も
次
の
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
。

（イ）
　
海
岸
保
全
区
域
の
境
界
線

（ロ）
　
市
町
村
名
、
大
字
名
、
字
名
及
び
そ
の
境
界
線

（ハ）
　
地
形

（ニ）
　
水
準
基
標
又
は
恒
久
標
識
の
位
置
及
び
高
さ

（ホ）
　
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
他
の
施
設
等
の
う
ち
主
要
な
も
の

（ヘ）
　
法
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
地
方
公
共
団
体
が
所
有
す
る
土
地
及
び
水
面
の
区
域

（ト）
　
法
第
八
条
の
二
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
同
項
第
二
号
か
ら
第
四
号

ま
で
の
規
定
に
係
る
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域

（チ）
　
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
安
林
及
び
保
安
施
設
地
区
並
び
に
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
港

湾
区
域
、
港
湾
隣
接
地
域
、
公
告
水
域
及
び
漁
港
区
域

（リ）
　
方
位

（ヌ）
　
縮
尺

（ル）
　
調
製
年
月
日

四
　
横
断
図
に
つ
い
て
は
、

イ
　
海
岸
保
全
施
設
、
地
形
そ
の
他
の
状
況
に
応
じ
て
調
製
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
横
断
測
量
線

を
朱
色
破
線
を
も
つ
て
平
面
図
に
記
入
す
る
こ
と
。

ロ
　
横
縮
尺
は
、
原
則
と
し
て
五
百
分
の
一
と
し
、
縦
縮
尺
は
、
原
則
と
し
て
百
分
の
一
と
す
る
こ
と
。

ハ
　
イ
及
び
ロ
の
ほ
か
、
少
な
く
と
も
次
の
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
。

（イ）
　
東
京
湾
中
等
潮
位
又
は
最
低
水
面

（ロ）
　
海
岸
保
全
区
域
の
指
定
の
日
の
属
す
る
年
の
春
分
の
日
に
お
け
る
満
潮
位
及
び
干
潮
位
、

さ
く朔

望
平
均
満

潮
面
、

さ
く朔

望
平
均
干
潮
面
及
び
既
往
最
高
潮
位
並
び
に
海
岸
保
全
施
設
の
高
さ

（ハ）
　
縮
尺

（ニ）
　
調
製
年
月
日

五
　
水
準
面
図
に
つ
い
て
は
、

イ
　
様
式
は
、
別
記
様
式
第
九
と
す
る
こ
と
。

ロ
　
東
京
湾
中
等
潮
位
、
最
低
水
面
、
海
岸
保
全
区
域
の
指
定
の
日
の
属
す
る
年
の
春
分
の
日
に
お
け
る
満
潮

位
及
び
干
潮
位
、

さ
く朔

望
平
均
満
潮
面
、

さ
く朔

望
平
均
干
潮
面
及
び
既
往
最
高
潮
位
並
び
に
調
製
年
月
日
を
記
載

す
る
こ
と
。

５
　
帳
簿
及
び
図
面
の
記
載
事
項
に
変
更
が
あ
つ
た
と
き
は
、
海
岸
管
理
者
は
、
す
み
や
か
に
こ
れ
を
訂
正
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
延
滞
金
）

第
九
条
　
法
第
三
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
延
滞
金
は
、
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
負
担
金
等
の
額
に
つ
き
年

十
・
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
で
、
納
期
限
の
翌
日
か
ら
そ
の
負
担
金
等
の
完
納
の
日
又
は
財
産
差
押
え
の
日
の

前
日
ま
で
の
日
数
に
よ
り
計
算
し
た
額
と
す
る
。

（
一
般
公
共
海
岸
区
域
台
帳
）

第
十
条
　
一
般
公
共
海
岸
区
域
台
帳
は
、
帳
簿
及
び
図
面
を
も
つ
て
組
成
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
帳
簿
及
び
図
面
は
、
一
の
一
般
公
共
海
岸
区
域
（
当
該
一
般
公
共
海
岸
区
域
に
海
岸
管
理
者
を
異
に
す
る
区
域

が
あ
る
場
合
及
び
主
務
大
臣
を
異
に
す
る
区
域
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域
）
ご
と
に
調
製
す
る

も
の
と
す
る
。

３
　
帳
簿
に
は
、
一
般
公
共
海
岸
区
域
に
つ
き
、
少
な
く
と
も
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
し
、

そ
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
十
と
す
る
。

一
　
一
般
公
共
海
岸
区
域

二
　
海
岸
線
の
延
長
及
び
一
般
公
共
海
岸
区
域
の
土
地
（
法
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
地
方
公

共
団
体
が
所
有
す
る
土
地
を
除
く
。
）
の
面
積

三
　
法
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
地
方
公
共
団
体
が
所
有
す
る
土
地
の
区
域
及
び
面
積
並
び
に

指
定
の
年
月
日

四
　
法
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
水
面
の
区
域
及
び
指
定
の
年
月
日

五
　
一
般
公
共
海
岸
区
域
の
概
況

４
　
図
面
は
、
平
面
図
及
び
水
準
面
図
と
し
、
一
般
公
共
海
岸
区
域
に
つ
き
次
の
各
号
に
よ
り
調
製
す
る
も
の
と
す

る
。
な
お
、
平
面
図
に
代
え
て
、
航
空
写
真
等
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
尺
度
は
、
メ
ー
ト
ル
を
単
位
と
す
る
こ
と
。

二
　
潮
位
は
、
す
べ
て
東
京
湾
中
等
潮
位
又
は
最
低
水
面
を
基
準
と
し
、
い
ず
れ
を
基
準
と
し
た
か
を
明
示
す
る

と
と
も
に
、
水
準
基
標
又
は
恒
久
標
識
に
あ
つ
て
は
小
数
点
以
下
三
位
ま
で
、
そ
の
他
の
も
の
に
あ
つ
て
は
小

数
点
以
下
二
位
ま
で
示
す
こ
と
。

三
　
平
面
図
に
つ
い
て
は
、

イ
　
縮
尺
は
、
原
則
と
し
て
二
千
五
百
分
の
一
と
す
る
こ
と
。

ロ
　
一
般
公
共
海
岸
区
域
の
土
地
（
法
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
地
方
公
共
団
体
が
所
有
す

る
土
地
を
除
く
。
）
は
、
黄
色
を
も
つ
て
表
示
す
る
こ
と
。

ハ
　
イ
及
び
ロ
の
ほ
か
、
少
な
く
と
も
次
の
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
。

（イ）
　
一
般
公
共
海
岸
区
域
の
境
界
線

（ロ）
　
市
町
村
名
、
大
字
名
、
字
名
及
び
そ
の
境
界
線

（ハ）
　
水
準
基
標
又
は
恒
久
標
識
の
位
置
及
び
高
さ

（ニ）
　
法
第
三
十
七
条
の
四
に
規
定
す
る
施
設
又
は
工
作
物
の
う
ち
主
要
な
も
の

（ホ）
　
法
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
地
方
公
共
団
体
が
所
有
す
る
土
地
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（ヘ）
　
法
第
三
十
七
条
の
六
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
同
項
第
二
号
か
ら
第

四
号
ま
で
の
規
定
に
係
る
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域

（ト）
　
方
位

（チ）
　
縮
尺

（リ）
　
調
製
年
月
日

四
　
水
準
面
図
に
つ
い
て
は
、

イ
　
様
式
は
、
別
記
様
式
第
十
一
と
す
る
こ
と
。

ロ
　
東
京
湾
中
等
潮
位
、
最
低
水
面
、

さ
く朔

望
平
均
満
潮
面
、

さ
く朔

望
平
均
干
潮
面
及
び
調
製
年
月
日
を
記
載
す
る

こ
と
。

５
　
帳
簿
及
び
図
面
の
記
載
事
項
の
変
更
が
あ
つ
た
と
き
は
、
海
岸
管
理
者
は
、
速
や
か
に
こ
れ
を
訂
正
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
一
般
公
共
海
岸
区
域
へ
の
準
用
）

第
十
一
条
　
第
三
条
か
ら
第
五
条
の
四
ま
で
、
第
六
条
第
一
項
、
第
七
条
か
ら
第
七
条
の
五
ま
で
及
び
第
九
条
の
規

定
は
、
一
般
公
共
海
岸
区
域
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
及
び
第
七
条
の
五
中
「
第
七

条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
七
条
の
四
」
と
、
第
四
条
第
一
項
中
「
第
八
条
第
一
項
第
一
号
」
と
あ
る
の

は
「
第
三
十
七
条
の
五
第
一
号
」
と
、
同
条
中
「
同
条
同
項
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
第

八
条
第
一
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
七
条
の
五
第
二
号
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
第
八
条
第
一
項
第
三

号
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
七
条
の
五
第
三
号
」
と
、
第
四
条
の
二
中
「
第
三
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十

二
条
の
三
第
二
項
」
と
、
第
四
条
の
三
中
「
第
八
条
の
二
第
一
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
七
条
の
六
第

一
項
第
二
号
」
と
、
第
四
条
の
四
第
一
項
中
「
第
三
条
の
二
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
二
条
の
四
第
二
項
」

と
、
第
四
条
の
五
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
八
条
の
二
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
七
条
の
六
第
二
項
」

と
、
第
六
条
第
一
項
中
「
別
記
様
式
第
三
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
様
式
第
十
二
」
と
、
第
七
条
の
五
第
一
号
中

「
同
項
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
」
と
、
同
条
第
二
号
中
「
第
八
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
七
条
の
五
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
令
第
十
四
条
第
一
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
工
事
）

第
十
二
条
　
令
第
十
四
条
第
一
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
工
事
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
法
第
五
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
港
湾
管
理
者
の
長
が
管
理
す
る
海
岸
保
全
施
設
の
新
設

又
は
改
良
に
関
す
る
工
事
で
港
湾
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
国
際
戦
略
港
湾
、
国
際
拠
点
港
湾
又
は
重
要

港
湾
に
係
る
も
の

二
　
令
第
八
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
工
事

附
　
則

こ
の
省
令
は
、
法
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
五
年
三
月
三
〇
日
農
林
省
・
運
輸
省
・
建
設
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
五
年
五
月
一
日
農
林
省
・
運
輸
省
・
建
設
省
令
第
一
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
後
の
海
岸
法
施
行
規
則
第
九
条
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
の
前
日
以
後
に
到
来
す
る
納
期
限
に

係
る
延
滞
金
の
額
の
計
算
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
到
来
し
た
納
期
限
に
係
る
延
滞
金
の
額
の
計
算
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
〇
年
七
月
一
二
日
農
林
水
産
省
・
運
輸
省
・
建
設
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
三
月
三
〇
日
農
林
水
産
省
・
運
輸
省
・
建
設
省
令
第
一
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
海
岸
法
施
行
規
則
別
記
様
式
第
六
に
よ
り

調
製
さ
れ
て
い
る
海
岸
保
全
区
域
台
帳
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
三
月
九
日
農
林
水
産
省
・
運
輸
省
・
建
設
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
三
月
三
一
日
農
林
水
産
省
・
運
輸
省
・
建
設
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
二
月
二
八
日
農
林
水
産
省
・
運
輸
省
・
建
設
省
令
第
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十

三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
三
月
二
一
日
農
林
水
産
省
・
国
土
交
通
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
三
月
二
八
日
農
林
水
産
省
・
国
土
交
通
省
令
第
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
四
月
一
日
農
林
水
産
省
・
国
土
交
通
省
令
第
三
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
測
量
法
及
び
水
路
業
務
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
四
年
四
月
一
日
）

か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
海
岸
法
施
行
規
則
別
記
様
式
第
九
及
び
別

記
様
式
第
十
一
に
よ
り
調
製
さ
れ
て
い
る
水
準
面
図
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
お
い
て
も
当
分
の

間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
一
二
月
二
日
農
林
水
産
省
・
国
土
交
通
省
令
第
二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
海
洋
汚
染
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年

法
律
第
三
十
六
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
六
月
一
八
日
農
林
水
産
省
・
国
土
交
通
省
令
第
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
三
月
三
一
日
国
土
交
通
省
令
第
三
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
八
月
六
日
農
林
水
産
省
・
国
土
交
通
省
令
第
二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
海
岸
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
六
年
八
月
十
日
）
か
ら
施
行
す

る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
堤
防
、
胸
壁
及
び
津
波
防
波
堤
（
以
下
「
堤
防
等
」
と
い
う
。
）
又
は
現

に
工
事
中
の
堤
防
等
が
こ
の
省
令
の
規
定
に
適
合
し
な
い
場
合
に
つ
い
て
は
、
当
該
堤
防
等
に
つ
い
て
は
、
当
該

規
定
は
適
用
し
な
い
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
一
二
月
一
〇
日
農
林
水
産
省
・
国
土
交
通
省
令
第
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
海
岸
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
日
）
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
六
月
二
八
日
農
林
水
産
省
・
国
土
交
通
省
令
第
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
七
月
一
日
）
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
三
日
農
林
水
産
省
・
国
土
交
通
省
令
第
二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）
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２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取

り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
一
二
月
二
八
日
農
林
水
産
省
・
国
土
交
通
省
令
第
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
漁
港
漁
場
整
備
法
及
び
水
産
業
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
六

年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

別
記
様
式
第
一

別記様式第一（平12農水運建令1・追加） 保管した他の施設等一覧簿 保管した他の施設等保管した他の施 除却した保管を始めた 整理番号設等が放置され保管の場所備考 年月日時年月日時 名称又は種類形状又は特徴数量ていた場所  

様
式
第
二

様式第二（平12農水運建令1・追加、令元農水国交令2・令2農水国交令2・一部改正） 受領書 年月日 殿 返還を受けた者 住所 氏名 下記のとおり他の施設等（現金）の返還を受けました。 返還を受けた日時 返還を受けた場所 整理番号 名称又は種類 返還を受けた他の施設等 形状又は特徴 数量 （返還を受けた金額） 備考 用紙は、日本産業規格A4の寸法のものとすること。  
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様
式
第
三

様式第三（平一二農水運建令一・旧様式第一繰下） 第号 身分証明書 住所 氏名 （職名年令 表 ） 右は、海岸法第十八条第一項の規定により海岸保全区域に関する調査等のため他人の土地及び水面に 立ち入ることができる者であることを証する。 交付年月日 有効期間 海岸管理者印 海岸法抜すい 第十八条海岸管理者又はその命じた者若しくはその委任を受けた者は、海岸保全区域に関する調査若 しくは測量又は海岸保全施設に関する工事のためやむを得ない必要があるときは、あらかじめその占 有者に通知して、他人の占有する土地若しくは水面に立ち入り、又は特別の用途のない他人の土地を 材料置場若しくは作業場として一時使用することができる。ただし、あらかじめ通知することが困難 であるときは、通知することを要しない。 2前項の規定により宅地又はかき、さく等で囲まれた土地若しくは水面に立ち入ろうとするときは、 立入の際あらかじめその旨を当該土地又は水面の占有者に告げなければならない。 ） 裏3日出前及び日没後においては、占有者の承認があつた場合を除き、前項に規定する土地又は水面に （ 立ち入つてはならない。 4第一項の規定により土地又は水面に立ち入ろうとする者は、その身分を示す証明書を携帯し、関係 人の請求があつたときは、これを提示しなければならない。 5第一項の規定により特別の用途のない他人の土地を材料置場又は作業場として一時使用しようとす るときは、あらかじめ当該土地の占有者及び所有者に通知してその者の意見をきかなければならな い。 6土地又は水面の占有者又は所有者は、正当な理由がない限り、第一項の規定による立入又は一時使 用を拒み、又は妨げてはならない。 
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様
式
第
四

様式第四（昭三五農運建令一・一部改正、平一二農水運建令一・旧様式第二繰下） 第号 身分証明書 住所 氏名 ） 職名年令 表 （ 右は、海岸法第十八条第一項の規定により海岸保全区域に関する調査等のため他人の土地及び水面に 立ち入ることができる者であることを証する。 交付年月日 有効期間 主務大臣印 海岸法抜すいめやむを得ない必要があるときは、あらかじめそ 第六条主務大臣は、次の各号の一に該当する場合の占有者に通知して、他人の占有する土地若しく において、当該海岸保全施設が国土の保全上特には水面に立ち入り、又は特別の用途のない他人の 重要なものであると認められるときは、海岸管理土地を材料置場若しくは作業場として一時使用す 者に代つて自ら当該海岸保全施設の新設、改良又ることができる。ただし、あらかじめ通知するこ は災害復旧に関する工事を施行することができとが困難であるときは、通知することを要しない。 る。この場合においては、主務大臣は、あらかじ2前項の規定により宅地又はかき、さく等で囲ま め当該海岸管理者の意見をきかなければならなれた土地若しくは水面に立ち入ろうとするとき い。は、立入の際あらかじめその旨を当該土地又は水 一海岸保全施設の新設、改良又は災害復旧に関面の占有者に告げなければならない。 する工事の規模が著しく大であるとき。3日出前及び日没後においては、占有者の承認が 二海岸保全施設の新設、改良又は災害復旧に関あつた場合を除き、前項に規定する土地又は水面 ） 裏する工事が高度の技術を必要とするとき。に立ち入つてはならない。 （ 三海岸保全施設の新設、改良又は災害復旧に関4第一項の規定により土地又は水面に立ち入ろう する工事が高度の機械力を使用して実施する必とする者は、その身分を示す証明書を携帯し、関 要があるとき。係人の請求があつたときは、これを提示しなけれ 四海岸保全施設の新設、改良又は災害復旧に関ばならない。 する工事が都府県の区域の境界に係るとき。5第一項の規定により特別の用途のない他人の土 2主務大臣は、前項の規定により海岸保全施設の地を材料置場又は作業場として一時使用しようと 新設、改良又は災害復旧に関する工事を施行するするときは、あらかじめ当該土地の占有者及び所 場合においては、政令で定めるところにより、海有者に通知して、その者の意見をきかなければな 岸管理者に代つてその権限を行うものとする。らない。 第十八条海岸管理者又はその命じた者若しくはそ6土地又は水面の占有者又は所有者は、正当な理 の委任を受けた者は、海岸保全区域に関する調査由がない限り、第一項の規定による立入又は一時 若しくは測量又は海岸保全施設に関する工事のた使用を拒み、又は妨げてはならない。 
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様
式
第
五

様式第五（平一二農水運建令一・旧様式第三繰下、平二六農水国交令三・一部改正） 第号 身分証明書 住所 氏名 ） 職業年令 表 （ 右は、海岸法第二十条第一項の規定により海岸保全施設の立入検査を命ぜられた者であることを証す る。 交付年月日 有効期間 海岸管理者印 海岸法抜すい 第二十条海岸管理者は、その職務の執行に関し必要があると認めるときは、他の管理者に対し報告若 しくは資料の提出を求め、又はその命じた者に当該他の管理者の管理する海岸保全施設に立ち入り、 これを検査させることができる。 ） 裏 （ 2前項の規定により立入検査をする者は、その身分を示す証明書を携帯し、関係人の請求があつたと きは、これを提示しなければならない。 3第一項の規定による立入検査の権限は、犯罪捜査のために認められたものと解してはならない。 
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様
式
第
六

様式第六（昭三五農運建令一・一部改正、平一二農水運建令一・旧様式第四繰下、平二六農水国交令三・一部改正） 第号 身分証明書 住所 氏名 ） 職名年令 表 （ 右は、海岸法第二十条第一項の規定により海岸保全施設の立入検査を命ぜられた者であることを証す る。 交付年月日 有効期間 主務大臣印 海岸法抜すい 第六条主務大臣は、次の各号の一に該当する場合において、当該海岸保全施設が国土の保全上特に重 要なものであると認められるときは、海岸管理者に代つて自ら当該海岸保全施設の新設、改良又は災 害復旧に関する工事を施行することができる。この場合においては、主務大臣は、あらかじめ当該海 岸管理者の意見をきかなければならない。 一海岸保全施設の新設、改良又は災害復旧に関する工事の規模が著しく大であるとき。 二海岸保全施設の新設、改良又は災害復旧に関する工事が高度の技術を必要とするとき。 三海岸保全施設の新設、改良又は災害復旧に関する工事が高度の機械力を使用して実施する必要が ） あるとき。 裏 （ 四海岸保全施設の新設、改良又は災害復旧に関する工事が都府県の区域の境界に係るとき。 2主務大臣は、前項の規定により海岸保全施設の新設、改良又は災害復旧に関する工事を施行する場 合においては、政令で定めるところにより、海岸管理者に代つてその権限を行うものとする。 第二十条海岸管理者は、その職務の執行に関し、必要があると認めるときは、他の管理者に対し報告 若しくは資料の提出を求め、又はその命じた者に当該他の管理者の管理する海岸保全施設に立ち入 り、これを検査させることができる。 2前項の規定により立入検査をする者は、その身分を示す証明書を携帯し、関係人の請求があつたと きは、これを提示しなければならない。 3第一項の規定による立入検査の権限は、犯罪捜査のために認められたものと解してはならない。 
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様
式
第
七

様式第七（平一一農水運建令一・一部改正、平一二農水運建令一・旧様式第五繰下・一部改正、平二 六農水国交令二・平二六農水国交令三・令二農水国交令二・一部改正） 裁決申請書 裁決申請者住所 氏名 相手方住所 氏名 海岸法第十二条の二第一項（第十八条第七項、第十九条第一項、第二十一条第三項、第二十一条の三第三項、第二十三条第三項並びに第三十七条の八において準用する第十二条の二第一項、第十八条第七項及び第二十三条第三項）の規定による損失の補償について、同法第十二条の二第二項（第十八条第八項において準用する第十二条の二第二項、第十九条第三項並びに第二十一条第四項、第二十一条の三第四項、第二十三条第四項及び第三十七条の八において準用する第十二条の二第二項）の規定による協議が成立しないから、左記により裁決を申請します。 記 一損失の事実 二損失の補償の見積及びその内容 三協議の経過 年月日 裁決申請者住所 氏名 収用委員会御中 備考 一裁決申請者又は相手方が法人である場合においては、氏名は、その法人の名称及び代表者の氏名を記載すること。 二裁決申請者が二人以上の場合は、連名で申請することができること。 三「損失の事実」については、発生の場所及び時期をあわせて記載すること。 四「損失の補償の見積及びその内容」については、積算の基礎を明らかにするものとし、法第十九条第一項の規定によつて工事を行うことを要求する場合は、その費用の見積をあわせて記載すること。 五「協議の経過」については、経過の説明のほかに協議が成立しない事情を明らかにすること。  

様
式
第
七
の
二
（
日
本
産
業
規
格
Ａ
４
）

様式第七の二（日本産業規格A4）（平26農水国交令2・追加、令元農水国交令2・令2農水国交令2・一部改正） 損害補償請求書 殿請求年月日年月日 海岸法第二十三条第五項の規定に基づき、次のとおり損害補 住所 償を請求します。請 求 ふりがな 者 氏名 住所生年月日年月日男・女 （歳） 従事者 ふりがな職 氏名業 （事故発生の場所）（事故発生の日時） 午前 年月日時分 午後 事故 （事故又は疾病の発生の原因及びその状況） （損害補償の制限に該当する事実） □あり（内容：）□なし 損害補償の請求額の円 合計 損害補償の種類請求額 円 円 損害補 円 円 円 償 円 補償 生年月日 基礎氏名続柄 （年齢） 額円 年月日 （歳） 基礎額 年月日 円（歳） 補償基礎額等円×人＝円扶養親族年月日 （歳） 補償基礎額の内訳 円×人＝円年月日 （歳） 扶養加算額 円×人＝円年月日 （歳） 円×人＝円年月日 （歳） 備考 1請求者が氏名の記載を自署で行う場合においては、押印を省略することができる。 2該当する□にレ印を付け、「男・女」及び「午前 午後」 については、該当するものを〇で囲むこと。 3従事者の住所及び職業は、当該従事者が死亡した場合は、死亡した当時の住所及び職業について記載すること。 4損害補償の制限に該当する事実の欄は、従事者が、故意の犯罪行為若しくは重大な過失により、又は正当な理由がなくて療養に関する指示に従わないことにより、業務に係る負傷、疾病、障害若しくは死亡若しくはこれらの原因となつた事故を生じさせ、又は業務に係る負傷、疾病若しくは障害の程度を増進させ、若しくはその回復を妨げたと認めるに足りる事項について記載すること。 5補償基礎額等及び扶養親族の欄は、療養補償又は介護補償に限つて請求をする場合は、記入することを要しない。 
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様
式
第
八
（
日
本
産
業
規
格
Ａ
４
）

様式第八（日本産業規格A4）（平12農水運建令1・全改、平26農水国交令2・令元農水国交令2・一部改正） 第一表（表） 〇〇海岸保全区域台帳 整理番号 指定年月日及び番号年月日（）海岸管理者名 海岸保全区域 海岸保全区域公共海岸の土地（地方公共団体が所有す 海岸線の延長 Mの面積M2 る土地を除く。）の面積M2 海岸保全区域の況 最大風速及び風向M／sec 気象及び海象の況既往最大波高及び波向Mその他 既往最高潮位M 海岸保全施設のある区間の延長M海岸保全施設のない区間の延長M 法第2条第2項の規定により指 定された地方公共団体が所有す る土地の区域及び面積（指定年 月日） 法第2条第2項の規定により指 定された水面の区域 （指定年月日） 法第5条第6項の規定により市 町村長が管理の一部を行う区域 （市町村名） （管理開始年月日） （裏） 占用許可等の要 規制区域等の要 摘要 その他特記すべき事項 第二表 海岸保全施設調書 竣功年月日 （砂浜又は樹林 位置種類名称管理者名所有者名構造数量摘要 については指定 年月日） 
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様
式
第
九

様式第九（平12農水運建令1・旧様式第七繰下、平14農水国交令3・一部改正） 水準面図 調製年月日 既往最高潮位 指定の日の属する年の春分の日における満潮位 朔望平均満潮面 東京湾中等潮位 朔望平均干潮面 指定の日の属する年の春分の日における干潮位 最低水面 備考東京湾中等潮位又は最低水面を基準とし、基準とした潮位を±0として記入すること。  
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様
式
第
十
（
日
本
産
業
規
格
Ａ
４
）

様式第十（日本産業規格A4）（平12農水運建令1・追加、令元農水国交令2・一部改正） （表） 〇〇一般公共海岸区域台帳 整理番号 海岸管理者名 （市町村長が海岸管理者 である場合には管理開始 年月日） 一般公共海岸区域 一般公共海岸区域の土地（地方公共団体が所有する土地を除 海岸線の延長 Mく。）の面積M2 一般公共海岸区域の況 法第2条第2項の規定に より指定された地方公共 団体が所有する土地の区 域及び面積（指定年月日） 法第2条第2項の規定に により指定された水面の 区域（指定年月日） （裏） 占用許可等の要 規制区域等の要 摘要 その他特記すべき事項 
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様
式
第
十
一

様式第十一（平12農水運建令1・追加、平14農水国交令3・一部改正） 水準面図 調製年月日 朔望平均満潮面 東京湾中等潮位 朔望平均干潮面 最低水面 備考東京湾中等潮位又は最低水面を基準とし、基準とした潮位を±0として記入すること。  

様
式
第
十
二

様式第十二（平一二農水運建令一・追加、平二六農水国交令二・一部改正） 第号 身分証明書 住所 氏名 職名年令 （表） 右は、海岸法第三十七条の八において準用する第十八条第一項の規定により一般公共海岸区域に関する調査等のため他人 の土地及び水面に立ち入ることができる者であることを証する。 交付年月日 有効期間 海岸管理者印 海岸法抜すい 第十八条海岸管理者又はその命じた者若しくはその委任を受けた者は、海岸保全区域に関する調査若しくは測量又は海岸 保全施設に関する工事のためやむを得ない必要があるときは、あらかじめその占有者に通知して、他人の占有する土地若 しくは水面に立ち入り、又は特別の用途のない他人の土地を材料置場若しくは作業場として一時使用することができる。 ただし、あらかじめ通知することが困難であるときは、通知することを要しない。 2前項の規定により宅地又はかき、さく等で囲まれた土地若しくは水面に立ち入ろうとするときは、立入の際あらかじめ その旨を当該土地又は水面の占有者に告げなければならない。 3日出前及び日没後においては、占有者の承認があつた場合を除き、前項に規定する土地又は水面に立ち入つてはならな （裏） い。 4第一項の規定により土地又は水面に立ち入ろうとする者は、その身分を示す証明書を携帯し、関係人の請求があつたと きは、これを提示しなければならない。 5第一項の規定により特別の用途のない他人の土地を材料置場又は作業場として一時使用しようとするときは、あらかじ め当該土地の占有者及び所有者に通知して、その者の意見をきかなければならない。 6土地又は水面の占有者又は所有者は、正当な理由がない限り、第一項の規定による立入又は一時使用を拒み、又は妨げ てはならない。 第三十七条の八第十条第二項、第十一条、第十二条（第三項を除く。）、第十二条の二、第十六条、第十八条、第二十三条、 第二十三条の三から第二十三条の七まで、第二十四条、第二十五条、第二十八条、第三十一条及び第三十四条から第三十 七条までの規定は、一般公共海岸区域について準用する。（以下略） 
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